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研究成果の概要（和文）： スポーツ参加は望ましいパーソナリティ発達を形成することが期待

されている。このパーソナリティ発達には、各個人におけるさまざまな出来事（体験）が影響

していることが考えられる。そして、その理解のためには、従来の青年期における研究に加え

て、青年期以前のスポーツ経験の影響を包括的に扱うような研究枠組みを導入する必要がある。

そこで、本研究ではスポーツ原体験を、「スポーツ参加に関連する全ての事象を含み、児童期に

おける最も印象的で、かつ重要な意味合いを有すると個人が判断する経験」と定義づけ、スポ

ーツ経験に限定した原体験の内容と構造について分析を行った。 

 

研究成果の概要（英文）：Sport participation is expected to help to form desirable 

personality development. Various experiences/incidents are considered as affecting 

personality development. For a fuller understanding, we need to propose a research 

framework that addresses in a comprehensive way how these experiences/incidents affect 

each person’s personality development; while previous works tend to mainly focus on the 

adolescent period, we also take into account the period prior to the adolescence.  This 

study defines proto-sport experiences, including every factors relating to the sport 

participation, as “a childhood experience that a person considers as the most impressive 

and significant”, and attempt to analyze its structure and elements.  
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１．研究開始当初の背景 

本来、スポーツ参加は望ましいパーソナリ

ティ発達を形成することが期待されている。 

しかし、昨今の大学運動選手の反社会的・非

社会的な問題行動はその期待を裏切ってい

る。スポーツ参加とパーソナリティ発達の関

連についての研究は、スポーツ心理学領域の

重要な研究テーマの一つである。本研究者は、

これまで青年期のスポーツ選手を対象に、こ

のテーマについて Eriksonのアイデンティテ

ィ理論をもとに検討を行ってきた。そこでは、

1）競技活動中に生じる様々な経験（スポー

ツ経験）の内容とそれらへの対処行動のあり

方は、青年期のスポーツ選手のパーソナリテ

ィ発達に影響すること(中込・奥田 1993、他）、 

2）青年期の運動選手のパーソナリティ発達

には、スポーツ経験における危機事象の影響

が大きく、そのうち、身体面の危機事象とし

ては「競技成績や技術の停滞」「怪我」、心理

面の危機事象としては「指導者・チームメイ

トとの関係のもつれ」、「部活動の継続の意

義」があること（TAKENOUCHI,TAGUCHI& OKUDA 

2004）、3）スポーツ経験における危機事象へ

の対処行動のうち、探索／探求方略や自己投

入方略が青年期のスポーツ選手のパーソナ

リティ発達と関連すること（竹之内・田口・

奥田 2006）という結果が得られた。これらの

結果は、アイデンティティ理論を援用するこ

とで導かれたもので、青年期特有の心理的な

発達課題を包含する。つまり、これらの結果

は青年期における限定的な結果と言っても

過言ではない。したがって、スポーツ参加と

パーソナリティ発達の関連に係る研究テー

マをより発展的に理解するには、青年期以前

を含めたスポーツ経験の影響を包括的に扱

っていく必要がある。そこで、本研究はスポ

ーツ原体験という概念を研究枠組みに導入

することで、この研究テーマをより一層進め

ようと考えた。 

 

２．研究の目的 

本研究者は、これまでスポーツ系大学のカ

ウンセリングルームで相談活動を実践して

きた。そこでの相談者の多くは、スポーツ選

手特有の心理的な問題を抱えていた(奥田

2005,2006,2007,2008)。そして、その問題が

家族関係も含めた児童期のスポーツ経験に

関連していたことからは、児童期にはその後

の長きにわたるスポーツとの関わり方に影

響を及ぼす重要で印象的な体験、つまり、ス

ポーツに関わる児童期の重要な体験（スポー

ツ原体験）の存在が考えられた。また、著名

なスポーツ選手のインタビューや回想録等

には、スポーツに専心しはじめた当初の鮮烈

な体験が数多く語られている。さらに、新保

(2001)の、原体験を始点とした個々の体験の

積み重ね（連続性）が各個人においてさまざ

まに意味づけられることで、他人とは違った

『個性』が表れるという主張は、原体験とパ

ーソナリティ発達との関連を述べるもので

ある。 

原体験とは『人の思想形成に大きな影響を

及ぼす幼少時の体験（広辞苑第六版）』とあ

り、その重要性について指摘されてはいるも

のの、それに関する研究はそれほど多くはな

い。そうした中にあって、原体験の内容と職

業志向性・心理的な安定感情と不安定感情と

の関連については、これまでに報告され原体

験の影響が確認されている。一方でスポーツ

経験における原体験について検討したもの

は、これまでない。そこで本研究では、スポ

ーツ原体験を「スポーツ参加に関連する全て

の事象を含み、児童期における最も印象的で、

かつ重要な意味合いを有すると個人が判断

する経験」と定義づけ、スポーツ経験に限定



した原体験の構造と内容についての分析を

行い、パーソナリティ発達との関連を検討し

た。 

 

３．研究の方法 

（1）原体験に関する文献研究を行った後、

大学運動選手を対象として、児童期における

スポーツ経験の中でもっとも印象深い出来

事についての逐語データを得る。さらに、先

行研究をもとに、これらをスポーツ原体験の

種類と語りの特徴に沿って分類表を作成す

る。 

（2）大学運動選手を対象として、児童期に

おけるスポーツ経験の中でもっとも印象深

い出来事についての質問紙調査を行い、得ら

れたデータをスポーツ原体験の種類と語り

の特徴に沿って分類する。 

（3）スポーツ原体験の種類と語りの特徴に

沿って分類された対象者のうち、特徴的な者

について調査面接を行う。 

 

４．研究成果 

 スポーツ原体験についての記述内容の分

類にあたっては、書き手である調査対象者と

書かれた体験との心理的な距離が反映され

ていた。言い換えれば、記述内容には出来事

とともに当時の感情や興奮といった情動体

験の程度、および、喚起された情動体験を各

個人がどのように内的処理を行い記述した

か、といった対処様式が反映されたものと思

われる。各々の記述には、情動体験がみられ

ないものや、強烈な体験が未だ個人内で意味

づけされず「今、ここで」の出来事の説明に

終始してしまうもの、あるいは当時を振り返

り体験を生き生きと表現しながらも現在の

評価や意味づけを盛り込んだ記述等、個人内

での対処様式には差異がみられた。この差異

はスポーツ原体験を始点とした体験の連続

性に依るものであり、各個人の対処能力ひい

てはパーソナリティ発達の程度と関連する

ものと思われる。なお、スポーツ原体験の種

類と語りの特徴に沿って分類した一部は国

内学会および、国際学会にて発表した。 

スポーツ原体験は、スポーツ原体験を始点と

したその後のスポーツ活動における体験の

連続性の程度や、現在への意味づけに焦点を

あてている。現在に生きる語り手が、過去の

スポーツ原体験をどのように受けとめ語る

かは、現在から過去とのつながりを意味づけ

ようとすることでもあると考えられる。また

同時に、そのような意味づけの様式は、現在

のスポーツに対する価値観や態度を反映す

るものとなる。このようなことから、スポー

ツ原体験の体験様式のその後のスポーツに

対する価値観や態度の形成への影響につい

て検討することが、今後の新たな課題として

提起される。 
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